リハビリテーション科学ジャーナル投稿・執筆規定 by unknown
リハビリテーション科学ジャーナル 
Journal of Rehabilitation Sciences 
投稿・執筆規定 
 
1． 本誌の名称は「リハビリテーション科学ジャーナ
ル（Journal of Rehabilitation Sciences）」とし，年
1 度聖隷クリストファー大学学術情報リポジトリ
(https://seirei-univ.repo.nii.ac.jp/) 上で掲載するも
のとする．特に申し出のないものに関しては、電子
的公開について了承が得られたものとする。 
 
2． 本紙を発行する目的は次のとおりとする． 
1） リハビリテーション研究の学術的発展と教育の
発展に寄与すること． 
2） 学部内に共通の研究発表の場を提供するととも
に，学科や学部を越えた学際的共同研究活動を
促進すること． 
3） 論文発表の機会を提供すること，特に，若手教
員および大学院生に論文をまとめる経験の場を
提供すること． 
4） 聖隷クリストファー大学リハビリテーション学
部，およびリハビリテーション科学研究科の研
究・教育活動に関して，外部へ情報発信を行な
うこと． 
 
3． 掲載される原稿は次のとおりとする．なお，著者
はどの論文形態にて投稿するかを投稿時に自己申告
すること． 
1） 研究論文：論理的かつ明確な構想に基づき，自
分自身の研究結果をまとめて，ある結論を与え
たもの．内容は，新しい情報，洞察，理論の提
示を通して独創性を主張しうるもの． 
2） 症例研究：リハビリテーション専門職種におい
て，治療技術・介入，結果等に関して客観的に
情報を提示し，その内容が共有・理解でき，価
値の高いもの． 
3） 総説：各専門領域の解説的評論．過去の研究を
概観し，将来的展望を視野においた組織的な論
評および総括． 
4） 各専門領域の教育・実習等に関する調査・報告 
5） 特集（講演録を含む） 
6） その他 
4． 投稿する論文は次のことを厳守すること． 
1） リハビリテーション研究と教育に関するもので
他誌へ投稿中，または投稿の予定がないもの． 
2） 投稿論文は，ヘルシンキ宣言に基づき，対象者
には十分留意し，倫理的な配慮に関する記述が
なされていること．厚生労働省の「臨床研究に
関する指針」などの厚生労働科学研究に関する
指針に従っていること．倫理審査を受け，承認
されている場合は承認番号を記載すること．動
物実験系の場合は，必ず倫理審査委員会等の承
認番号を記載すること． 
 
5． 投稿できる者は次のとおりとする． 
1） 聖隷クリストファー大学リハビリテーション学
部教員． 
2） 聖隷クリストファー大学リハビリテーション学
部臨床教授，臨床准教授，臨床講師． 
3） 聖隷クリストファー大学リハビリテーション科
学研究科大学院生． 
4） 1）の共同研究者，その他編集委員会が認めた者． 
 
6． 査読と採否の決定は次のとおり行なう． 
 投稿原稿の掲載の可否は，編集委員会が依頼した 2
名の査読者による査読結果を基に，編集委員会で判定
（採用，修正後採用，修正後再査読，不採用）を行い，
速やかに著者に結果を知らせる．論文の内容により必
要に応じて学部外，学外の専門家に査読を依頼する． 
 
7． 原稿の様式は，おおむね次のとおりとする． 
1） 用紙サイズはA4 とする．日本語論文の場合，1
ページは 40 字×25 行とし，英語論文の場合は
ダブルスペースとする．原稿には通しページを
記入する． 
2） 原稿には表紙をつけ，題目，著者名，所属，Key 
Words（3 語）をいずれも日本語と英語の両方
で記載し，連絡先（電話，Fax，E-mail アドレ
スを含む）を明記しておく． 
3） 日本語論文の場合は，表紙の次に和文要旨（400
字程度）を付け，最後に英文要旨（250 語程度）
を付ける．英語論文の場合は，表紙の次に英文
要旨（250 語程度）を付ける． 
4） 英文要旨は，題目，著者名，所属，Key Words，
要旨の順にダブルスペースで作成する．原則と
して，著者自身の責任でネイティブ･スピーカー
の校正を受けることとする．英文添削のため，
正確な日本語訳を添える． 
5） 研究論文等は原則として図表を含めて刷り上が
り 8 ページ以内（13000 字相当，図表 1 枚 400
字相当）とする．図表や写真，段組などのレイ
アウトは編集委員会に一任する． 
6） 数字は特別な場合を除き算用数字を用い，度量
衡単位系は適宜MKS 単位系，CGS 単位系の使
用を基本とする． 
7） 投稿原稿は 3 部作成し，このうち 2 部には著者
名，所属，連絡先は記載しない． 
 
8． 文献の書き方 
 引用文献は，本文のあとにまとめて記載する．雑誌
の場合は，著者名，論文名，雑誌名，巻（号），項，西
暦年号の順に記載し，単行本の場合は，著者名，題目，
編集者名，書籍名，項，出版社名，西暦年号の順に記
載する．引用した文献の著者および編集者が多数の場
合は 3 名まで記載し，超えた分は「・・・他」，「・・・
et al.」とする． 
引用文献は，引用順か著者名によるアルファベット
順のどちらかに統一し記載する．後者の場合，文中で
の記載法は米国心理学会（APA）の方式に従う． 
（記載例） 
1） 飯田尚裕，斉田通則，木村長三，他：胸腰椎部
屈曲伸延損傷と破裂骨折の複合損傷の発生機序
についての考察，臨床整形外科 35(12)，
1331-1334，2000． 
2） Boden BP, Sheehan FT, Torg JS, et al.: 
Noncontact anterior cruciate ligament 
injuries: mechanisms and risk factors. J Am 
Acad Orthop Surg 18(9). 520-527. 2010. 
3） 本村暁：高次脳機能障害－行動神経学の臨床，
上田敏，千野直一，大川嗣男（編）：リハビリテ
ーション基礎医学 第 2 版，pp148-162，医学
書院，1994． 
9． 投稿の方法（原稿提出の方法） 
1） 原稿の提出期日は，編集委員会で決定して通知
する． 
2） 投稿原稿は，提出期限までに編集委員会へ提出
する． 
3） 投稿時には，7．の様式に則った原稿 3 部を提出
する． 
4） 掲載決定通知を受領後は，A4 サイズの用紙にプ
リントアウトした最終原稿（表紙，和文・英文
要旨を含む）を 2 部と，Microsoft Word にて作
成したファイルをCD-R 等で提出する． 
 
10． 著者校正は原則として初校のみとする． 
 
11． 投稿された原稿，CD-R 等は返却しない（不採用
時は返却）． 
 
12． 著作物の複製権および公衆送信権 
本ジャーナルに掲載された著作物の著者は，その著
作物の複製権および公衆送信権を聖隷クリストファー
大学および聖隷クリストファー大学が委託する機関が
利用することを許諾する．ただし，著作者自身がこれ
らの権利を行使することを妨げない． 
 
13． その他 
不明な点は，編集委員会にお問合せください． 
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